














































度評価によるもので，授精後 16～ 18日齢で約 80％の確
率で受胎 /不受胎を判定する事が可能になっている。ま
た，不受胎の場合には「分娩間隔延長を最小限にした再
授精が出来るように，再授精は発情観察をしなくても定
時に授精ができるように」という目標のもと，不受胎の
場合には初回授精から 24日目に定時再授精を実施する
手法を検討し，牛群の妊娠率向上を確認している。
私達のこれまでの成績から，超早期妊娠診断（空胎摘
発）と的確な再授精によって乳牛の分娩間隔を短縮でき
る事が期待される。しかしこの手法は，分娩間隔を短縮
する事は出来てもウシの繁殖機能そのものを改善する事
はなく，いわば弥縫策というべきものである。私達は，
超早期妊娠診断を軸にした繁殖管理技術によって分娩間
隔の延長を防ぎつつ，繁殖機能の本質的な改善をはかる
事こそが究極の目標であると考えている。
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